
平成 19年 2月 2日

上   場   会   社   名       三機工業株式会社 (コード番号：1961 東、大、名第１部)

(URL  http://www.sanki.co.jp/)

問 合 せ 先　   代表者役職・氏名  　代表取締役社長  宅　   清光 TEL (03) 3271 - 6665

　　　　　　　    責任者役職・氏名  　取締役常務執行役員経理本部長  有馬  修一郎

１. 四半期財務情報の作成等に係る事項

　① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有
たな卸資産は、実地たな卸を行わず帳簿たな卸により算定しております。
その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便な方法を採用しております。

　② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無

　③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無

２. 平成19年 3月期第３四半期財務・業績の概況（平成 18年 4月 1日 ～ 平成 18年 12月 31日）

(1)経営成績(連結)の進捗状況  (注)金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
19年 3月期第３四半期 - △ 6,026 - △ 5,293 - △ 3,539 -
18年 3月期第３四半期 - - - - - - -
(参考)18年 3月期 2,892 3,319 2,355

  

円　　銭 円　　銭
19年 3月期第３四半期 -
18年 3月期第３四半期 -
(参考)18年 3月期 -

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］

(2)財政状態(連結)の変動状況

百万円 百万円 ％ 円　　銭
19年 3月期第３四半期 92,249 40.1 1,248.39
18年 3月期第３四半期 - - -
(参考)18年 3月期 98,333 40.1 1,330.41

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

季節的変動によるものと、一部の工事で大幅な採算悪化が発生したことによるものであります。

当第３四半期末における総資産は前連結会計年度末に比べ15,573百万円減少し、229,793百万円となりました。
減少の要因は、主に経営成績の定性的情報等に記載のとおり当社グループの売上高は期末に集中するため、四半期末は期末の財政状

純  資  産 自己資本比率 　１株当たり純資産

229,793

よるものであります。
態と比べ受取手形・完成工事未収入金等の発生は減少し、未成工事支出金等および未成工事受入金等が増加するという季節的変動に

四半期(当期)純利益

-
237,684

-
245,367

(注)四半期財務情報の開示は、平成19年3月期第1四半期から実施しているため、前年同四半期実績は記載しておりません。

-

ただし、四半期財務情報の開示は、平成19年3月期第1四半期から実施しているため、前年同四半期実績及び対前年同四半期増減率
　　 は記載しておりません。

平成 19年 3月期　　第３四半期財務・業績の概況 (連結)  

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

31.46

１ 株 当 た り 四半期
（ 当 期 ） 純 利 益

売    上    高 営  業  利  益 経  常  利  益
百万円
118,751

△ 47.90

(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

当第３四半期の業績は、売上高118,751百万円、営業損失6,026百万円、経常損失5,293百万円、四半期純損失3,539百万円となりました。
損失の要因は、主に当社グループの売上高は期末に集中する一方、販売費及び一般管理費が各四半期にほぼ均等に発生するという

総  資  産
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３. 平成19年 3月期の連結業績予想（ 平成 18年 4月 1日  ～  平成 19年 3月 31日 ）
　 　　　売　　上　　高 　　　　 経　常　利　益 　　当　期　純　利　益

百万円 百万円 百万円
通　　　 期 700 400

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）               5円   41銭

［連結業績予想に関する定性的情報等］

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって

た。詳細は本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照願います。

   予想数値と異なる場合があります。

連結業績予想につきましては、平成18年11月16日発表の数値から売上高、経常利益、当期純利益をそれぞれ上記のとおり変更いたしまし

255,000
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　【添付資料】 　
１．（要約）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)
(参　　考)

当第３四半期末 前連結会計年度末
平18.12.31 平18.3.31

Ⅰ 流動資産 144,640 158,104 △ 13,464
現 金 預 金 14,557 20,250 △ 5,693
受 取 手 形･完成工事未収入金等 64,580 109,127 △ 44,547
有 価 証 券 97 － 97
未 成 工 事 支 出 金 等 53,689 20,119 33,569
そ の 他 11,716 8,606 3,109

Ⅱ 固定資産 85,153 87,263 △ 2,109
 有形固定資産 21,136 21,864 △ 727
建 物 ・ 構 築 物 16,400 17,170 △ 769
土 地 3,725 3,737 △ 12
そ の 他 1,010 957 53
 無形固定資産 361 393 △ 31
 投資その他の資産 63,655 65,005 △ 1,349
投 資 有 価 証 券 49,246 51,647 △ 2,400
そ の 他 14,408 13,357 1,051

 資  産  合  計 229,793 245,367 △ 15,573

Ⅰ 流動負債 106,140 114,549 △ 8,409
支 払 手 形・工 事 未 払 金 等 66,716 85,316 △ 18,600
短 期 借 入 金 11,363 12,101 △ 737
未 成 工 事 受 入 金 等 22,077 7,590 14,487
そ の 他 5,982 9,541 △ 3,558

Ⅱ 固定負債 31,403 32,484 △ 1,080
長 期 借 入 金 1,520 1,948 △ 427
退 職 給 付 引 当 金 12,514 12,754 △ 240
そ の 他 17,368 17,781 △ 412

 負  債  合  計 137,544 147,033 △ 9,489

 少 数 株 主 持 分 － － －

Ⅰ 資 本 金 － 8,105 －
Ⅱ 資 本 剰 余 金 － 4,181 －
Ⅲ 利 益 剰 余 金 － 70,284 －
Ⅳ その 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 － 18,106 －
Ⅴ 自 己 株 式 － △ 2,344 －
 資  本  合  計 － 98,333 －
 負債、少数株主持分
         及び資本合計 － 245,367 －

Ⅰ 株主資本 75,546 － －
資 本 金 8,105 － －
資 本 剰 余 金 4,181 － －
利 益 剰 余 金 65,606 － －
自 己 株 式 △ 2,346 － －
Ⅱ 評価・換算差額等 16,692 － －
その 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 16,692 － －
Ⅲ 新株予約権 10 － －
 純　資  産  合  計 92,249 － －

 負債純資産合計 229,793 － －
(注)１．四半期財務情報の開示は平成19年３月期第１四半期から実施しているため、前年同四半期は記載しておりません。
 　　２．増減は当第３四半期末と前連結会計年度末との比較で記載しております。

科         目 増　　減

( 純 資 産 の 部 )

( 資 産 の 部 )

( 負 債 の 部 )

( 少 数 株 主 持 分 )

( 資 本 の 部 )
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２．（要約) 四半期連結損益計算書
（単位：百万円）

当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度
自 平18.  4. 1 自 平17. 4. 1
至 平18.12.31 至 平18. 3.31
金    額 比  率 金    額 比  率

％ ％
Ⅰ 売   上   高 118,751 100.0 237,684 100.0

Ⅱ 売  上  原  価 114,022 96.0 220,365 92.7

売 上 総 利 益 4,728 4.0 17,319 7.3

Ⅲ 販売費及び一般管理費 10,755 9.1 14,426 6.1

営  業  利  益 － － 2,892 1.2
営　業　損　失 6,026 △ 5.1 － －

Ⅳ 営 業 外 収 益 1,192 1.0 1,203 0.5

Ⅴ 営 業 外 費 用 460 0.4 776 0.3

経  常  利  益 － － 3,319 1.4
経  常  損　失 5,293 △ 4.5 － －

Ⅵ 特  別  利  益 206 0.2 1,699 0.7

Ⅶ 特  別  損  失 681 0.6 712 0.3

税金等調整前当期純利益 － － 4,306 1.8
税金等調整前四半期純損失 5,769 △ 4.9 － －

税　金　費　用 △ 2,230 △ 1.9 1,951 0.8

当期純利益 － － 2,355 1.0
四半期純損失 3,539 △ 3.0 － －

(注)四半期財務情報の開示は平成19年３月期第１四半期から実施しているため、前年同四半期および増減については
　　記載しておりません。

( 参　考 )

科          目
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(1)連結受注実績

184,570 8.3 ％
170,372 △ 2.6

(参考)受注実績内訳 （単位：百万円）

建 設 設 備 141,269 (76％) 137,198 4,071 

プ ラ ン ト 設 備 40,387 (22 　) 30,271 10,115 

設 備 工 事 事 業計 181,657 (98 　) 167,470 14,186 

不 動 産 事 業 2,912 (2 　) 2,901 11 

合 計 184,570 (100　 ) 170,372 14,198 

(注)(  )内のパーセント表示は、構成比率

(2)連結受注予想

245,000 百万円 4.1 ％
235,401 △ 3.9

(注)パーセント表示は、前年同期比増減率を示す。

［連結受注実績及び連結受注予想に関する定性的情報等］

となりました。

減額し、245,000百万円を予想しております。

   業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

家電、ＩＴ関連を中心とする民間製造業が増加しました結果、全体の受注高は1,845億円余と8.3％の増加

年間の連結受注予想につきましては、平成18年11月16日発表の255,000百万円から10,000百万円

通　　期

比較増減
平成19年3月期 平成18年3月期

第３四半期
区 分

当第３四半期の連結受注実績は、前年同四半期に比べ官公庁工事が減少しましたものの、デジタル

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

8.3   

平成19年 3月期第3四半期
平成18年 3月期第3四半期

(80％)

(18 　)

百万円

第３四半期

３．四半期連結受注の概況

(98 　)

(2 　)

(100 　)

平成19年 3月期予想
平成18年 3月期実績

受注高

(注)①受注高は、当該四半期までの累計額
     ②パーセント表示は、前年同四半期比増減率

増減率

3.0％

33.4　 

8.5 　

0.4   

５



〔ご参考〕
当社個別の経営成績等は、次のとおりであります。

(1)経営成績（個別）の進捗状況 (注)金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
売   上   高 営　業　利　益 経　常　利　益 四半期（当期）純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年 3月期第3四半期 109,712 - △ 7,469 - △ 5,591 - △ 3,486 -
18年 3月期第3四半期 - - - - - - - -
（参考）18年 3月期 226,310 256 2,141 1,886

１株当たり四半期 潜在株式調整後１株当たり
  (当期）純利益 四半期(当期）純利益

円　　銭 円　　銭
19年 3月期第3四半期 △ 47.19 -
18年 3月期第3四半期 - -
（参考）18年 3月期 25.19 -
(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

［経営成績（個別）の進捗状況に関する定性的情報等］

(2)財政状態（個別）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円　　銭
19年 3月期第3四半期 213,841 82,005 38.3 1,109.75
18年 3月期第3四半期 - - - -
（参考）18年 3月期 229,117 88,022 38.4 1,190.93

［財政状態（個別）の変動状況に関する定性的情報等］

(3) 19年 3月期の個別業績予想（ 平成 18年 4月 1日  ～  平成 19年 3月 31日 ）
　

百万円 百万円 百万円

通　　　 期 240,000 △ 300 0
(参考)１株当たり予想当期純利益 (通期) 0 円 00 銭 

〔個別業績予想に関する定性的情報等〕
個別業績予想につきましては、平成18年11月16日発表の数値から売上高、経常利益、当期純利益をそれぞれ上記のとおり
変更いたしました。詳細は本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照願います。

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要
　 因によって予想数値と異なる場合があります。

(注) 四半期財務情報の開示は、平成19年3月期第１四半期から実施しているため、前年同四半期実績は記載しておりません。

売   上   高 経　常　利　益 当　期　純　利　益

当第３四半期末の総資産は前期末に比べ15,275百万円減少し、213,841百万円となりました。
減少の要因は、主に経営成績の定性的情報等に記載のとおり当社の売上高は期末に集中するため、四半期末は期末の財
政状態と比べ完成工事未収入金の発生は減少し、未成工事支出金および未成工事受入金が増加するという季節的変動によ
るものであります。

総  資  産 純　資　産 自己資本比率

ただし、四半期財務情報の開示は、平成19年3月期第１四半期から実施しているため、前年同四半期実績及び対前年同
四半期増減率は記載しておりません。

当第３四半期の業績は、売上高109,712百万円、営業損失7,469百万円、経常損失5,591百万円、四半期純損失3,486百万円と
なりました。
損失の要因は、主に当社の売上高は期末に集中する一方、販売費及び一般管理費が各四半期にほぼ均等に発生するとい
う季節的変動によるものと、一部の工事で大幅な採算悪化が発生したことによるものであります。

１株当たり純資産
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７ 

四半期個別受注の概況 
 
（1）個別受注実績                        
 受注高 
平成19 年 3月期第３四半期 173,049 百万円 7.6 ％ 
平成 18 年 3月期第３四半期 160,896  △3.1  
(注)①受注高は、当該四半期までの累計額 

②パーセント表示は、前年同四半期比増減率 
 
(参考)１．受注実績官民別内訳                                   （単位：百万円） 

区 分 
平成19 年 3月期 
第３四半期 

平成18 年 3月期 
第３四半期 

比較増減 増減率 

官 公 庁 6,801 （  4％） 16,910 （ 11％） △10,109 △59.8 ％ 
民 間 130,365 （ 75 ） 117,305 （ 72 ） 13,060 11.1  建 設 設 備 
計 137,166 （ 79 ） 134,215 （ 83 ） 2,951 2.2  
官 公 庁 22,006 （ 13 ） 16,094 （ 10 ） 5,912 36.7  
民 間 13,877 （  8 ） 10,587 （  7 ） 3,290 31.1  プラント設備 
計 35,883 （ 21 ） 26,681 （ 17 ） 9,202 34.5  
官 公 庁 28,807 （ 17 ） 33,004 （ 21 ） △4,197 △12.7  
民 間 144,242 （ 83 ） 127,892 （ 79 ） 16,350 12.8  合 計 
計 173,049 （100 ） 160,896 （100 ） 12,153 7.6  

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率 
 
(参考)２．受注実績事業別内訳                                        （単位：百万円） 

区 分 
平成19 年 3月期 
第３四半期 

平成18 年 3月期 
第３四半期 

比較増減 増減率 

空 調 衛 生 42,370 （ 25％） 55,572 （ 34％） △13,201 △23.8 ％ 

電 気 21,590 （ 12  ） 20,403 （ 13  ） 1,186 5.8  

エ ン ジ ニ ア リ ン グ 66,945 （ 39  ） 50,986 （ 32  ） 15,959 31.3  

情 報 通 信 2,468 （  1  ） 2,947 （  2  ） △478 △16.2  

ファシリティシステム 3,790 （  2  ） 4,306 （  2  ） △515 △12.0  

建 設 設 備 計 137,166 （ 79  ） 134,215 （ 83  ） 2,951 2.2  

機 械 シ ス テ ム 13,467 （  8  ） 10,181 （  7  ） 3,286 32.3  

環 境 シ ス テ ム 22,415 （ 13  ） 16,499 （ 10  ） 5,915 35.9  

プ ラ ン ト 設 備 計 35,883 （ 21  ） 26,681 （ 17  ） 9,202 34.5  

合 計 173,049 （100  ） 160,896 （100  ） 12,153 7.6  
(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率 
 
(2)個別受注予想 
 通  期 
平成19 年 3月期予想 230,000 百万円 3.4％ 
平成18 年 3月期実績 222,463  △4.8   
(注) パーセント表示は、前年同期比増減率を示す。 
 
 ［個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報等］ 
当第３四半期の個別受注実績は、前年同四半期に比べ官公庁工事が減少しましたものの、デジタル家電、
ＩＴ関連を中心とする民間製造業が増加しました結果、全体の受注高は1,730億円余と7.6％の増加となりま
した。 

年間の個別受注予想につきましては、平成 18 年 11 月 16 日発表の 240,000 百万円から10,000 百万円減
額し、230,000 百万円を予想しております。 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

                                                             以 上 


